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1931年の 16.742から翌 1932年には 19.305，1933年には 22.418と急上昇させた（Reader［1975］
Table26）。イギリスの染料使用業者組合（ColourUsers・Association:CUA）は，価格の高騰で重
荷を負わされはしたが，イギリス染料工業の規模が拡大したことで保護の必要性がなくなった点を指
摘している（Richardson［1962］127）。
（14） 国際アルカリ・カルテルについては，イギリスのソーダ企業ブラナー・モンド社（Brunner,Mond
&Co.Ltd.：ICI社の前身企業）が，ソルヴェー法（Solvayprocess）ソーダ製法の特許権を有する
ベルギーのソーダ企業ソルヴェー社（SolvayetCie.）からイギリス帝国における同製法の排他的使
用権を供与されていたことに端を発する。このブラナー・モンド社は，1924年，台頭著しいアメリ
カのソーダ企業との「協調」を図るべく，ALKASSOと協定を締結し，イギリス帝国諸地域を排他
的市場として獲得した（USFTC［1950］35）。
（15） 日本のソーダ工業（アルカリ工業）は，金輸出再禁止にともなうソーダ灰の輸入抑制と相前後して
需要も高まり，1930年代には急成長を遂げた。生産量において1931年にソーダ灰が8万7043トン，
苛性ソーダが4万9683トンであったものが，1937年にはそれぞれ23万9926トン，36万8680トン
へと飛躍的な増産を実現した（楫西・他［1963］6902，第242表）。こうした影響は，イギリスのみ
ならず，ケニアのマガディ・ソーダ社（MagadiSodaCo.Ltd.：ICI社の子会社）からの日本向けソー
ダ製品輸出にも表れており，同社の年次報告書は，毎年のように日本のソーダ工業に対する脅威と同
社が置かれた厳しい状況に言及していた（Magadi［1931］3，［1932］4，［1936］5，［1937］5，［1938］
5）。
（16） 日本の窒素肥料工業は，ICI社やIGファルベン社などのダンピングによる攻勢に対して，1931年
の「硫酸アムモニヤ輸入許可規則」導入や金輸出禁止による輸入抑制をもって，ようやく国内市場に
おける支配権を獲得した（田中［1930］705）。
（17） 1932年，ICI社は，IGファルベン社，スイスの染料企業連合，フランスの染料企業連合からなる
「3者カルテル」（Three-PartyCartel）との間で，1968年を期限とする国際協定を締結し，新たに
「4者カルテル」として結束を固めた。同協定により，加盟企業の染料総売上が，IGファルベン社
65.602％，スイス17.391％，フランス8.540％，ICI社8.467％に配分された。その結果「4者カルテル」
は，世界染料輸出のおよそ90％，同総売上の65.4％を支配することとなった（UKBT［192049］16
7,834;Schroter［1990］1301;Fox［1987］182）。
（18） 日本の染料工業は，1930年には金輸出解禁というより，むしろこれと相前後してなされた緊縮政
策にともなう輸入抑制，国産染料推奨運動，各企業の合理化が功を奏し，さらに1931年の金輸出再
禁止以降は，輸入抑制や政府による製造奨励の支えもあって急速に拡張を遂げた（原田［1938］294
8）。
（19） こうした国際カルテルや対外経済政策が貿易に与える影響について，アーント（HeinzWolfgang
Arndt）は，イギリスの公的通商協定（officialtradeagreements）を補完する輸出促進策の第3の
型として，商品協定（commoditycontrolagreements）とともに国際カルテルを挙げてはいるが，
それは直接的に輸出に対して影響を及ぼさなかったとしている（RIIA［1944］1135，邦訳13941）。
他方，ヴルム（ClemensA.Wurm）は，保護関税や平価切り下げがイギリス産業に競争力をもたら
し，国際カルテルは直接投資にとって代わるほどにその輸出に恩恵を与えたとしている（Wurm
［1989］114，邦訳145）。
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